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このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催する
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三島市　市民活動団体応援

第 34 回三島書作家協会展

時４月 12 日㈬～ 16 日㈰午前 10 時～午
後６時※最終日のみ午後４時まで場生涯
学習センター３階市民ギャラリー多目的
ホール内漢字、かな作品の展示、16 日
㈰午後２時から同センター前庭筆塚にて
使用済の筆に感謝して焼納する「筆塚祭」
を開催※参加自由費無料対どなたでも
問三島書作家協会・久保田☎ 975・3195

三嶋暦師の館　市民講座① 
カレンダーから見た 2017 年

時４月 15 日㈯午後１時 30 分～３時※申
込み不要場三嶋暦師の館（大宮町２- ５
-17）※駐車場なし内カレンダーから見
える 2017 年までの天文現象、ニュート
ンやアインシュタイン、またユリウス暦
や太陽暦の採用などを楽しくわかりやす
く紹介します講蒔田裕成（月光天文台・
天文主任）問三嶋暦師の館☎ 976・3088

三島グロリア合唱団・団員募集

時毎週木曜日午後７時～９時場市民文化
会館リハーサル室、生涯学習センター３
階など内平成 30 年１月 21 日㈰の定期演
奏会に向け、バッハ作曲のクリスマス・
オラトリオを練習費入団費 3,000 円、月
4,000 円（学生 2,000 円）対高校生以上
申・問土山☎ 972・2291

ことば館まつり

時４月 29 日（土・祝）～５月 21 日㈰※
月曜休館場大岡信ことば館（文教町）内
さまざまなイベントを開催します費各イ
ベントにより異なります問大岡信ことば
館☎ 976・9160　

０歳からのピアノコンサート 
（赤ちゃんから大人まで楽しめます）

時５月５日（金・祝）午前 10 時 30 分～
11時30分場みしまプラザホテル２階「プ
ロヴァンスの九月」内ピアニスト海瀬京
子によるコンサート費大人（高校生以上）
1,500 円、子ども（中学生以下）無料定
大人・子ども各 100 人（自由席）申・問
みしまプラザホテル☎ 972・2121

陸上競技に興味のある 
市内の小学生募集

時５月 31 日㈬まで場御園グラウンド内
練習は週に１、２回。走る基本から指導
します。年間を通じて競技会に出場しま
す。対小学１～６年生費年 12,000 円問
西尾☎ 947・2838 ※午後７時～９時

硬式テニス教室 
参加者募集

時４月 19 日㈬～７月 19 日㈬午後７時～
９時※全 10 回場錦田テニスコート定25
人※応募多数時抽選対一般費9,000 円（保
険料含む）開催初日に支払い申・問４月
17 日㈪までにＮＰＯ法人三島市体育協会
☎ 981・0200

なぎなたスポーツ教室 
参加者募集

時４月 22 日㈯から午後２時～４時※全
10 回場市民体育館剣道場内なぎなたの
基本動作、形費大人 4,000 円、高校生以
下 2,000 円※スポーツ保険料含む対小学
生から一般申・問三島市なぎなた連盟・
勝又☎ 090・6335・3058

バドミントン教室 
参加者募集

時５月 12 日㈮～８月 24 日㈭午後７時～
９時（全 12 回）※初回のみ金曜日場市
民体育館費5,000 円（保険料含む）開催
初日に支払い対中学生以上定30 人※応
募多数時抽選申・問４月 21 日㈮までに
ＮＰＯ法人三島市体育協会☎ 981・0200

アーチェリー春季初心者講習会

時５月 14 日㈰～６月４日㈰（毎週日曜
日）午前９時 30 分～正午（全４回）場

市民体育館弓道場費3,000 円対中学生以
上定先着６人持タオル、帽子、飲み物、
印鑑（シャチハタ不可）申・問４月 30
日㈰までにアーチェリー協会・大木☎
975・2949

初心者のための合気道教室

時毎週火曜日午後７時～９時、第１日曜
日・第３日曜日午前９時 30 分～ 11 時
30 分場市民体育館柔道場内合気道、護
身の基本、精神修養費月 1,000 円対中学
生以上持運動できる服装、柔道着、空手
着など申稽古日時に市民体育館柔道場問
石渡☎ 090・7915・1979、飯田☎ 090・
5600・0487

国際ソロプチミスト伊豆天城 
「ユース・フォーラム」学生選考会
時５月 14 日㈰午後１時～３時内テーマ

「夢を拓く―教育は世界を変えるー」に
沿った論文提出※ 1200 字程度対女子高
校生（国籍不問）申４月 28 日㈮までに
〒 411・0044 徳倉５・９・57 問梶谷純子
☎ 987・6960
ニューヨーク州立ストーニーブルック 
大学・学生のホストファミリー募集

時５月 28 日㈰～６月 25 日㈰対朝食・夕
食，個室を提供でき、学生を家族の一員
として受入れることのできる家庭定20 家
族（予定）申４月 20 日㈭までに「日本
大学国際関係学部ホストファミリー」で
検索問日本大学国際関係学部教務課国際
教育センター☎ 980・0962

ボーイスカウト三島第５団 
スカウト募集中

時月２回程度（週末）場まどろみ公園（東
本町）を中心に活動内将来自律できる社
会人を育てるための活動です。指導者は
専門の研修を受けたボランティアです。
※見学随時受付中費月 1,500 円、年間登
録費 4,700 円（保険料含）※その他キャ
ンプ、スキーなど実費対６～ 25 歳申・
問鈴木☎ 090・7439・2325
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
元
気

で
す
。
平
日
は
、
大
好
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
練
習
を

し
て
い
る
の
で
、
大
会
で
入
賞
し
、
新
聞

に
載
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
庭
の
手
入
れ
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
お
か
げ
で
家
の
周
り
は
、
と
て

も
き
れ
い
で
、
家
族
み
ん
な
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
人
の
た
め
に
働
く
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
大
好
き
で
、
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
庭
の
手

入
れ
を
毎
日
続
け
て
、
元
気
に
長
生
き
し

て
ほ
し
い
で
す
。

ぼ
く
の
わ
た
し
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

※それぞれのお名前は直筆です。
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三み

よ

ろ
四
呂
人
形
は
三
島
出
身
の
人
形

作
家
野
口
三
四
郎
（
一
九
〇
一
～

三
七
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
子
ど
も

を
題
材
に
し
た
作
品
が
多
数
あ
り
ま

す
。人
気
が
あ
る
の
は「
桃
子
」と「
里

子
」
で
、
高
さ
十
㎝
ほ
ど
の
愛
ら
し

い
張は

り
こ子

（
和
紙
）
の
人
形
で
す
。
一

人
娘
桃も

も
り里

ち
ゃ
ん
の
名
前
か
ら「
桃
」

と
「
里
」
を
と
り
、「
桃
子
」
は
生

後
五
～
六
カ
月
く
ら
い
で
、
わ
ず
か

に
首
を
か
し
げ
な
が
ら
、
周
囲
を
見

つ
め
て
い
ま
す
。「
里
子
」
は
お
座

り
で
き
る
一
歳
こ
ろ
で
好
奇
心
あ
ふ

れ
た
ま
な
ざ
し
が
印
象
的
な
様
子
で

す
。
父
親
の
愛
情
が
込
め
ら
れ
た
作

品
は
八
十
年
た
っ
た
今
も
周
囲
を
暖

か
く
照
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庶
民
の
家
族
を
題
材
に
し

た
作
品
の
一
つ
が
「
磯い

そ

」
で
す
。
大

漁
の
魚
を
背
負
う
父
親
、
魚
が
ず
っ

し
り
入
っ
た
網
を
担
い
だ
母
親
、
両

親
の
間
で
、
嬉
し
そ
う
に
魚
を
手
に

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
。
ほ
ぼ
裸
で
満
足

気
に
砂
浜
を
歩
く
親
子
三
人
を
三
四

郎
は
牧
歌
的
に
描
写
し
、
優
れ
た

張
子
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。 �

　

当
時
、
東
京
に
住
む
三
四
郎
の
も

と
で
手
伝
い
を
し
て
い
た
妹
の
故
・

渡
辺
ち
ゑ
さ
ん
の
話
で
は
、
三
四

郎
は
何
日
も
千
葉
県
の
九
十
九
里
浜

へ
取
材
に
行
き
、
こ
の
作
品
を
作
り

上
げ
た
と
い
い
ま
す
。
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）～
十
一
年（
一
九
三
六
）

の
間
の
制
作
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
は
ロ
マ
ン
主
義
の
画
家

と
し
て
有
名
に
な
っ
て
い
た
青
木

繁
（
一
八
八
二
～
一
九
一
一
）
の

絵
画
「
海
の
幸
」（
重
要
文
化
財
、

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
や

「
漁ぎ

ょ
ふ
ば
ん
き

夫
晩
帰
」（
ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館

蔵
）
の
影
響
を
感
じ
ま
す
。

　
「
海
の
幸
」
は
、
千
葉
県
館
山
市

布め

ら良
の
海
岸
で
取
材
し
た
作
品
で
、

マ
グ
ロ
を
担
い
で
海
辺
を
行
進
す
る

十
数
人
の
裸
の
漁
師
た
ち
が
荒
々
し

い
タ
ッ
チ
で
勇
ま
し
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。「
漁
夫
晩
帰
」
は
、
豊
漁
の

網
を
担
い
だ
裸
の
漁
師
二
人
と
し
ま

模
様
の
着
物
の
女
性
二
人
、
裸
の
男

の
子
が
、
夕
日
の
海
を
背
に
家
路
に

向
か
っ
て
い
る
家
族
の
よ
う
で
す
。

同
じ
漁
師
で
も
三
四
郎
と
青
木
繁
は

表
現
方
法
は
異
な
り
ま
す
が
、
繁
か

ら
始
ま
る
ロ
マ
ン
主
義
的
絵
画
の
影

響
は
、
そ
の
没
後
二
十
年
後
に
は
創

作
人
形
の
世
界
に
も
及
ん
で
い
た
の

で
す
。

郷土資料館☎ 971・8228

郷
土
資
料
館
の
企
画
展

　『
三
四
呂
人
形
～

　
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
』

　
よ
り
「
桃
子
」「
里
子
」「
磯
」

企画展「三四呂人形ーこれまでと、これからー」
は、5 月 2８ 日㈰まで開催しています。

▲桃子（左）と里子（右）

▲「 磯 」 満 足 気 に 砂 浜 を 歩 く 親 子 三 人 
   （庶民の家族を題材にした作品の一つ）

　

三
四
郎
に
は
、
こ
の
ほ
か
晩
年
の

傑
作
「
春か

す
が日
だ
ん
ら
ん
」（
三
嶋
大

社
宝
物
館
蔵
）
と
い
う
親
子
五
人
と

犬
と
鶏
が
仲
良
く
並
ん
で
い
る
暖
か

な
家
族
を
描
写
し
た
張
子
作
品
も

残
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
妻
し
げ
さ

ん
を
二
十
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
し
、

翌
年
桃
里
ち
ゃ
ん
を
三
歳
で
失
い
、

自
身
も
胸
を
患
う
苦
難
の
人
生
で
し

た
が
、
彼
の
作
品
に
は
、
子
供
や
家

族
へ
の
強
い
思
い
が
優
し
く
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
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